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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
河
野
裕
一
の
事
件
簿
！
　
４
殺
目

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
２
６
３
Ａ

【
作
者
名
】

　
桂
 

ヒ
ナ
ギ
ク

【
あ
ら
す
じ
】

　
中
学
生
時
代
の
裕
一
と
数
葉
の
二
人
は
北
海
道
へ
旅
行
に
行
く
。
そ
こ
で
起

き
た
事
件
。
そ
し
て
待
望
の
探
偵
ク
エ
ス
ト
。
（
別
に
待
望
じ
ゃ
な
い
。
）
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二
人
の
北
海
道
旅
行
！

Ｐ
Ｍ
．
３
：
０
０
。

北
海
道
札
幌
市
某
所
。

一
人
の
水
嶋
　
ヒ
ロ
似
の
男
が
「
お
ー
い
、
早
く
来
い
よ
？
」
と
言
っ
た
。

男
の
名
は
河
野
　
裕
一
、
現
役
の
中
学
生
だ
。

そ
れ
に
対
し
て
「
そ
ん
な
事
言
わ
れ
た
っ
て
ぇ
。
」
と
答
え
た
の
は
女
の
子
だ

っ
た
。

女
の
子
の
名
は
市
ノ
瀬
　
数
葉
、
彼
女
も
ま
た
現
役
の
中
学
生
だ
。

彼
女
は
、
天
才
テ
○
ビ
君
元
・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
飯
○
里
穂
に
そ
っ
く
り
で
か
な

り
可
愛
い
方
だ
。

以
前
に
美
少
女
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
ん
だ
と
か
。

彼
女
は
、
裕
一
の
事
を
慕
っ
て
お
り
、
「
裕
一
君
」
と
呼
ん
だ
り
、
「
裕
一
様
」

と
呼
ん
だ
り
す
る
の
で
あ
る
。

何
故
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
。

因
み
に
こ
の
少
女
、
裕
一
に
は
か
な
り
の
甘
え
ん
坊
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
日
は
二
人
で
北
海
道
に
旅
行
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
・
・
・
。

え
、
何
故
二
人
か
？

そ
れ
は
、
話
す
と
長
く
な
る
ん
で
す
が
、
裕
一
の
両
親
は
警
察
の
仕
事
が
あ
っ

て
旅
行
に
行
け
ず
、
姉
の
美
穂
も
警
察
官
な
の
で
休
む
訳
に
は
行
か
ず
、
裕
一

は
一
人
で
北
海
道
へ
来
て
い
る
の
だ
・
・
・
。

ま
た
、
市
ノ
瀬
は
母
親
が
お
ら
ず
、
父
だ
け
し
か
い
な
い
が
、
肝
心
の
父
が
仕

事
の
都
合
上
行
け
な
い
と
言
う
事
な
の
だ
。

二
人
は
旅
館
を
目
指
し
て
い
た
・
・
・
。

数
葉
：
「
あ
れ
が
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
ぁ
い
？
」

と
、
市
ノ
瀬
が
横
に
あ
る
ボ
ロ
イ
建
物
指
差
し
て
言
っ
た
。

裕
一
：
「
な
、
何
か
ボ
ロ
イ
な
・
・
・
。
」

数
葉
：
「
兎
に
角
入
っ
て
み
る
で
す
ぅ
～
。
」
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と
、
裕
一
の
手
を
引
っ
張
っ
て
中
へ
入
っ
て
い
っ
た
。

中
に
入
っ
た
の
は
良
い
が
、
か
な
り
シ
ー
ン
と
し
て
い
た
・
・
・
。

住
所
は
此
処
で
合
っ
て
る
筈
な
の
だ
が
・
・
・
。

数
葉
：
「
誰
も
い
な
い
で
す
ぅ
～
。
」

そ
ん
な
事
は
見
れ
ば
解
る
事
で
あ
る
。

裕
一
：
「
ん
、
あ
れ
で
呼
び
出
し
を
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

裕
一
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
ベ
ル
を
見
つ
け
た
。

裕
一
が
そ
れ
を
手
に
取
っ
て
鳴
ら
す
と
、
「
チ
リ
ン
チ
リ
ン
」
と
言
う
音
が
聞

こ
え
た
。

す
る
と
、
無
駄
に
若
く
無
駄
に
可
愛
一
人
の
釈
　
由
美
子
似
の
女
性
が
出
て
来

て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
二
人
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。

裕
一
：
「
あ
の
、
予
約
を
入
れ
た
河
野
で
す
け
ど
・
・
・
。
」

女
性
：
「
河
野
様
で
す
ね
、
少
々
お
待
ち
下
さ
い
。
」

裕
一
：
「
（
か
、
可
愛
い
・
・
・
。
）
」

裕
一
は
そ
う
思
っ
た
・
・
・
。

女
性
は
、
予
約
名
簿
を
確
認
し
て
い
た
・
・
・
。

女
性
：
「
え
っ
と
、
河
野
　
裕
一
様
と
お
連
れ
様
一
名
の
計
二
名
様
で
宜
し
い

で
し
ょ
う
か
？
」

裕
一
：
「
は
、
は
い
！
」

女
性
：
「
は
い
、
そ
れ
で
は
こ
ち
ら
が
お
部
屋
の
鍵
に
な
り
ま
す
。

扉
は
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な
の
で
部
屋
を
出
る
際
に
は
鍵
を
お
忘
れ
無
く
。
」

外
は
ボ
ロ
屋
な
の
に
部
屋
は
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な
の
な
。

裕
一
は
鍵
の
番
号
［
２
０
１
］
を
確
認
す
る
と
市
ノ
瀬
を
連
れ
て
そ
の
番
号
の

部
屋
［
２
０
１
］
に
向
か
っ
た
。

部
屋
は
、
広
く
も
狭
く
も
無
か
っ
た
。

強
い
て
言
え
ば
、
四
畳
半
く
ら
い
あ
る
。

数
葉
は
「
不
吉
な
空
気
が
流
れ
て
る
で
す
ぅ
。
」
と
、
縁
起
で
も
無
い
事
を
言

っ
た
。

だ
が
、
裕
一
は
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
・
・
・
。

そ
り
ゃ
あ
当
然
だ
ろ
う
・
・
・
。
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裕
一
は
心
霊
現
象
な
ど
科
学
で
は
説
明
の
付
か
な
い
事
は
信
じ
て
い
な
い
の
だ

か
ら
。

裕
一
は
部
屋
に
入
る
と
早
速
く
つ
ろ
い
だ
と
思
い
き
や
本
を
読
み
始
め
た
。

良
く
見
る
と
、
ア
ガ
サ
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
名
探
偵
ポ
ワ
ロ
と
マ
ー
プ
ル
と
言
う

推
理
小
説
だ
っ
た
。

し
か
も
、
全
て
が
英
語
で
書
か
れ
た
原
本
で
あ
る
・
・
・
。

数
葉
：
「
ゆ
う
い
ち
さ
ま
ぁ
、
何
読
ん
で
る
で
す
ぅ
？
」

裕
一
：
「
原
本
の
ポ
ワ
ロ
と
マ
ー
プ
ル
だ
よ
。

数
葉
も
読
む
か
？
」

数
葉
：
「
あ
た
し
ぃ
、
英
語
は
難
し
く
て
嫌
い
で
す
ぅ
・
・
・
。
」

そ
ん
な
市
ノ
瀬
の
言
葉
を
聞
い
て
い
る
の
か
聞
い
て
い
な
い
の
か
裕
一
は
黙
々

と
読
書
を
続
け
る
。

そ
し
て
、
辺
り
は
暗
く
な
り
、
す
っ
か
り
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

裕
一
：
「
ん
、
も
う
こ
ん
な
時
間
か
。

そ
ろ
そ
ろ
食
事
に
行
こ
う
ぜ
。
」

数
葉
：
「
は
い
、
行
く
で
す
ぅ
～
。
」

裕
一
は
鍵
を
持
っ
て
市
ノ
瀬
と
部
屋
を
出
た
。

二
人
は
、
食
堂
を
目
指
し
た
。

途
中
、
ス
ラ
○
ム
や
バ
ブ
ル
ス
ラ
○
ム
な
ど
色
々
な
モ
ン
ス
タ
ー
が
現
れ
た
が
、

二
人
は
め
げ
ず
に
モ
ン
ス
タ
ー
を
倒
し
て
食
堂
ま
で
進
ん
で
い
っ
た
。
（
ド
ラ

○
エ
っ
す
か
？
）

そ
し
て
、
と
う
と
う
食
堂
に
辿
り
着
い
た
。

だ
が
、
食
堂
に
は
数
人
の
客
し
か
集
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
・
・
・
。

途
中
で
モ
ン
ス
タ
ー
に
襲
わ
れ
て
脱
落
で
も
し
た
の
か
と
小
一
時
間
問
い
つ
め

た
い
く
ら
い
の
雰
囲
気
だ
っ
た
。

ふ
ん
い
き

二
人
は
空
い
て
い
る
席
に
座
っ
た
・
・
・
。

す
る
と
、
一
人
の
男
が
声
を
掛
け
て
来
た
。

男
：
「
此
処
、
座
っ
て
も
良
い
か
な
？
」

裕
一
は
「
良
い
で
す
よ
」
と
答
え
た
。

男
は
腰
を
掛
け
る
と
自
己
紹
介
を
し
た
。
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拓
海
：
「
俺
、
緑
山
　
拓
海
っ
て
言
う
ん
だ
。

み
ど
り
や
ま

た
く
み

君
た
ち
は
？
」

裕
一
：
「
河
野
　
裕
一
で
す
。
」

数
葉
：
「
俺
は
市
ノ
瀬
　
数
葉
だ
。

宜
し
く
な
オ
ッ
サ
ン
。
」

え
、
俺
？

一
人
称
は
「
あ
た
し
ぃ
」
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
？

そ
れ
と
も
、
「
あ
た
し
ぃ
」
と
言
う
の
は
裕
一
と
二
人
で
い
る
時
に
し
か
使
っ

て
無
い
？

拓
海
：
「
オ
ッ
サ
ン
と
は
酷
い
な
・
・
・
。

俺
、
こ
れ
で
も
２
８
な
ん
だ
け
ど
そ
ん
な
に
オ
ッ
サ
ン
に
見
え
る
か
？

て
か
、
君
は
男
？
」

数
葉
：
「
い
や
、
こ
れ
で
も
一
応
は
女
だ
。

因
み
に
、
あ
ん
た
の
事
は
オ
ッ
サ
ン
に
見
え
る
ぜ
。
」

拓
海
：
「
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
な
・
・
・
。
」

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
三
人
の
前
に
食
事
が
運
ば
れ
て
き
た
。

三
人
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
声
を
揃
え
、
運
ば
れ
て
き
た
食
事
に
手
を
付
け

た
。

裕
一
：
「
お
い
し
い
で
す
ね
。
」

拓
海
：
「
そ
う
だ
な
。
」

そ
し
て
、
三
人
は
食
事
を
終
え
た
。

と
、
そ
の
時
だ
っ
た
・
・
・
。

近
く
の
席
に
座
っ
て
い
た
女
性
が
立
ち
上
が
っ
て
喉
を
押
さ
え
て
苦
し
み
始
め

た
。

そ
の
後
、
女
性
は
血
を
吐
い
て
そ
の
場
に
倒
れ
た
。
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二
人
の
北
海
道
旅
行
！
（
後
書
き
）

す
い
ま
せ
ん
、
部
屋
か
ら
食
堂
ま
で
の
会
話
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
の
で
「
ド

○
ク
エ
」
の
パ
ロ
デ
ィ
み
た
い
な
の
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

名
付
け
て
探
偵
ク
エ
ス
ト
、
略
し
て
「
探
ク
エ
」
で
す
。
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裕
一
の
一
番
最
初
の
事
件
！

三
人
は
、
女
性
の
様
子
を
伺
っ
た
・
・
・
。

ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い
所
を
見
る
と
女
性
は
死
ん
で
い
る
と
解
っ
た
。

男
：
「
美
和
子
、
ど
う
し
た
ん
だ
美
和
子
！
？
」

と
、
男
は
女
性
に
声
を
掛
け
た
。

美
和
子
・
・
・
こ
れ
が
こ
の
女
性
の
名
な
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

男
：
「
だ
、
誰
か
！

救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ
！
」

だ
が
、
緑
山
は
・
・
・
。

拓
海
：
「
い
や
、
呼
ぶ
の
は
救
急
車
じ
ゃ
な
く
て
警
察
だ
よ
。
」

男
：
「
あ
ん
た
、
何
者
？
」

拓
海
：
「
俺
は
、
私
立
探
偵
の
緑
山
だ
。

兎
に
角
、
警
察
を
呼
ん
で
く
れ
！
」

男
は
、
警
察
を
呼
び
に
フ
ロ
ン
ト
ま
で
向
か
っ
た
。

自
称
・
私
立
探
偵
の
緑
山
は
遺
体
を
調
べ
た
。

拓
海
：
「
う
ー
ん
、
見
た
感
じ
、
毒
殺
だ
な
。
」

裕
一
：
「
ど
う
や
ら
青
酸
カ
リ
（
シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム
）
を
飲
ん
で
死
ん
だ
み

た
い
で
す
よ
。
」

拓
海
：
「
え
、
何
で
解
る
ん
だ
い
？
」

裕
一
：
「
ア
ー
モ
ン
ド
臭
（
青
酸
ガ
ス
の
臭
い
）
で
す
よ
。

人
は
、
青
酸
カ
リ
を
服
用
す
る
と
体
内
の
胃
酸
に
よ
り
青
酸
カ
リ
が
科
学
反
応

を
起
こ
し
シ
ア
ン
化
水
素
（
青
酸
ガ
ス
）
が
発
生
す
る
ん
だ
。

そ
の
臭
い
が
、
女
性
の
口
元
か
ら
臭
う
か
ら
そ
う
判
断
し
た
ん
で
す
。

こ
ん
な
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
科
学
の
知
識
が
あ
れ
ば
誰
に
で
も
解
り
ま
す
よ
。
」

拓
海
：
「
成
る
程
、
で
も
何
で
君
が
そ
ん
な
事
を
？
」

裕
一
：
「
あ
、
い
や
、
そ
れ
は
推
理
小
説
を
読
ん
で
る
か
ら
多
分
そ
の
影
響
で
・

・
・
。
」

裕
一
は
そ
う
言
っ
た
。
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暫
く
す
る
と
、
北
海
道
警
察
が
到
着
し
た
。

そ
し
て
、
刑
事
は
手
帳
を
見
せ
て
こ
う
言
っ
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
北
海
道
警
察
の
星
野
　
真
理
絵
で
す
。
」

ほ
し
の

ま
り
え

星
野
 

真
理
絵
・
・
・
。

彼
女
は
、
北
海
道
警
察
捜
査
一
課
の
星
野
 

真
理
絵
警
部
だ
。

因
み
に
、
中
山
　
忍
に
そ
っ
く
り
で
可
愛
い
。
（
中
山
さ
ん
は
作
者
の
大
好
き

な
か
や
ま

し
の
ぶ

な
女
優
で
も
あ
り
ま
す
。
）

拓
海
：
「
あ
、
星
野
さ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

お
久
し
ぶ
り
で
す
、
高
校
の
時
以
来
だ
っ
た
か
な
？
」

真
理
絵
警
部
：
「
そ
う
言
う
貴
方
は
拓
海
君
じ
ゃ
な
い
。

拓
海
君
っ
て
、
私
立
探
偵
を
や
っ
て
る
ん
で
す
っ
て
？

お
手
並
み
拝
見
と
さ
せ
て
貰
う
わ
。

で
、
被
害
者
の
死
因
は
特
定
出
来
た
の
？
」

裕
一
：
「
警
部
さ
ん
、
被
害
者
は
青
酸
カ
リ
を
飲
ま
さ
れ
て
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
ふ
ぅ
ん
・
・
・
。

っ
て
、
君
は
誰
！
？
」

裕
一
：
「
河
野
 

裕
一
、
探
偵
で
す
よ
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
で
も
そ
う
は
見
え
な
い
わ
よ
？

ど
っ
ち
か
っ
て
言
う
と
、
中
学
生
か
し
ら
ね
。
」

裕
一
：
「
そ
り
ゃ
あ
、
中
学
生
で
す
か
ら
そ
う
見
え
る
で
し
ょ
う
ね
・
・
・
。
」

お
い
お
い
、
中
学
生
が
事
件
に
首
を
突
っ
込
む
な
ん
て
ど
う
い
う
神
経
し
て
ん

だ
？

真
理
絵
警
部
：
「
そ
う
な
の
、
じ
ゃ
あ
あ
っ
ち
で
大
人
し
く
し
て
て
ね
。

こ
れ
は
警
察
の
仕
事
な
の
、
中
学
生
が
事
件
に
首
を
突
っ
込
ん
じ
ゃ
い
け
な
い

わ
。
」

断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
諦
め
る
裕
一
で
は
無
か
っ
た
。

そ
の
後
、
警
察
の
調
べ
で
亡
く
な
っ
た
女
性
は
高
木
　
美
和
子
だ
と
言
う
事
が

た
か
ぎ

み
わ
こ

解
っ
た
。
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死
因
は
勿
論
、
青
酸
カ
リ
で
あ
る
・
・
・
。

死
亡
推
定
時
刻
は
Ｐ
Ｍ
．
７
：
３
０
頃
。

検
死
の
結
果
、
食
べ
た
食
事
に
毒
が
入
っ
て
い
た
と
の
事
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
確
認
す
る
為
、
テ
ー
ブ
ル
に
残
っ
た
食
事
の
方
も
調
査
し
た
。

す
る
と
、
案
の
定
青
酸
カ
リ
が
検
出
さ
れ
た
。

拓
海
：
「
成
る
程
、
こ
の
コ
ッ
プ
の
中
の
水
に
毒
が
盛
ら
れ
て
い
た
訳
だ
な
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
そ
の
通
り
よ
。

流
石
、
物
解
り
が
良
い
わ
ね
。

そ
ん
な
事
よ
り
そ
こ
の
貴
方
？
」

警
部
は
、
電
話
で
警
察
を
呼
ん
だ
男
に
指
差
し
な
が
ら
言
っ
た
。

男
：
「
お
、
俺
？
」

真
理
絵
警
部
：
「
貴
方
の
名
前
聞
い
て
無
か
っ
た
わ
。

教
え
て
ち
ょ
う
だ
い
。
」

男
は
「
深
山
　
耕
太
」
と
、
名
乗
っ
た
。

み
や
ま

こ
う
た

真
理
絵
警
部
：
「
深
山
さ
ん
、
亡
く
な
っ
た
高
木
 

美
和
子
さ
ん
と
は
ど
う
い

う
関
係
で
す
か
？
」

耕
太
：
「
美
和
子
と
は
た
だ
の
友
達
で
す
。

そ
れ
以
上
の
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
そ
う
で
す
か
。

で
は
、
此
処
に
来
た
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。
」

耕
太
：
「
そ
、
そ
れ
は
・
・
・
。

け
、
警
察
は
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
情
ま
で
詮
索
す
る
気
で
す
か
！
？
」

�
�
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ね
ぇ
・
・
・
。

成
る
程
、
そ
う
言
う
事
で
す
か
。

裕
一
は
一
人
で
納
得
し
て
い
た
。

し
か
し
、
星
野
は
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
兎
に
角
答
え
な
さ
い
！
」

耕
太
：
「
解
り
ま
し
た
よ
、
答
え
れ
ば
良
い
ん
で
し
ょ
。

俺
は
・
・
・
俺
が
来
た
の
は
・
・
・
・
・
・
美
和
子
に
告
白
す
る
為
で
す
よ
！
」

と
、
赤
く
な
り
な
が
ら
言
っ
た
。
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真
理
絵
警
部
：
「
で
も
、
貴
方
の
思
い
は
受
け
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
貴
方
は
彼
女
の
食
事
に
毒
を
盛
っ
て
殺
害
し
た
。

そ
う
言
う
訳
で
す
か
？
」

何
で
そ
う
取
れ
る
？

と
、
そ
こ
へ
裕
一
が
突
っ
込
む
。

裕
一
：
「
そ
れ
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
？

考
え
て
も
み
て
よ
。

普
通
、
毒
を
持
ち
歩
く
と
思
う
？

も
し
フ
ラ
れ
て
殺
す
ん
な
ら
自
分
も
毒
を
飲
ん
で
後
追
い
自
殺
を
す
る
と
思
う

よ
？
」

真
理
絵
警
部
：
「
そ
れ
も
そ
う
ね
・
・
・
っ
て
、
子
供
は
あ
っ
ち
で
大
人
し
く

し
て
な
さ
い
！
」

と
、
怒
る
星
野
で
あ
っ
た
。

裕
一
は
、
料
理
人
が
い
る
調
理
室
に
入
っ
て
行
っ
た
。

入
っ
た
の
は
良
い
が
、
調
理
場
に
い
た
料
理
人
に
突
然
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

料
理
人
：
「
君
、
此
処
は
関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁
止
だ
よ
？
」

裕
一
：
「
い
や
、
僕
は
表
に
い
る
刑
事
さ
ん
に
調
理
場
を
調
べ
て
来
て
っ
て
頼

ま
れ
た
か
ら
来
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
」

料
理
人
：
「
刑
事
？

食
堂
で
何
か
あ
っ
た
の
か
い
？
」

こ
の
人
、
今
が
ど
う
い
う
状
況
か
知
ら
な
い
の
か
？

裕
一
：
「
知
ら
な
い
ん
な
ら
教
え
て
あ
げ
る
け
ど
、
食
堂
で
人
が
倒
れ
た
ん
で

す
。

ど
う
や
ら
、
青
酸
カ
リ
を
服
用
し
て
亡
く
な
っ
た
様
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
殺
人
の
可
能
性
も
あ
る
か
ら
調
べ
に
来
た
ん
だ
け
ど
駄
目
？
」

料
理
人
：
「
そ
う
言
う
事
な
ら
全
然
構
わ
な
い
よ
。

あ
、
そ
う
だ
！
」

裕
一
：
「
は
い
？
」

料
理
人
：
「
食
堂
で
誰
が
亡
く
な
っ
た
ん
だ
い
？
」

裕
一
は
、
食
堂
で
亡
く
な
っ
た
高
木
 

美
和
子
の
事
を
話
し
た
。
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す
る
と
、
料
理
人
は
顔
色
を
変
え
て
「
美
和
子
～
！
」
と
叫
び
な
が
ら
慌
て
て

食
堂
へ
飛
び
出
し
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
ん
、
貴
方
は
？
」

と
、
聞
く
星
野
だ
が
、
料
理
人
に
は
聞
こ
え
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
料
理
人
は

「
美
和
子
っ
、
美
和
子
っ
！
」
と
、
呼
び
続
け
て
い
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
あ
の
、
遺
体
に
は
触
ら
な
い
で
貰
え
ま
す
？
」

と
言
う
と
、
漸
く
気
が
付
い
た
の
か
、
料
理
人
は
我
に
返
り
「
す
み
ま
せ
ん
」

よ
う
や

と
謝
っ
た
。

料
理
人
：
「
そ
れ
よ
り
、
君
は
確
か
・
・
・
真
理
絵
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

真
理
絵
警
部
：
「
貴
方
、
私
の
事
知
っ
て
る
の
？
」

料
理
人
：
「
知
っ
て
る
も
何
も
、
中
学
卒
業
以
来
じ
ゃ
な
い
か
！
」

真
理
警
部
：
「
も
、
も
し
か
し
て
、
拓
也
君
！
？
」

拓
也
：
「
俺
の
事
覚
え
て
て
く
れ
た
ん
だ
な
。
」

耕
太
：
「
え
、
拓
也
？

も
し
か
し
て
、
谷
山
　
拓
也
か
？

た
に
や
ま

た
く
や

俺
だ
よ
俺
。

覚
え
て
る
だ
ろ
、
大
学
で
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
」

拓
也
：
「
深
山
 

耕
太
か
？
」

耕
太
：
「
そ
う
だ
、
俺
だ
。
」

拓
也
：
「
久
し
ぶ
り
だ
な
耕
太
。

今
日
は
ど
う
い
う
用
で
？
」

耕
太
：
「
ち
ょ
っ
と
訳
あ
り
で
ね
。
」

拓
也
：
「
そ
れ
っ
て
、
こ
の
亡
く
な
っ
た
美
和
子
の
事
か
い
？
」

耕
太
：
「
拓
也
、
美
和
子
の
事
知
っ
て
る
の
か
？
」

拓
也
：
「
あ
ぁ
、
高
校
の
時
に
二
年
程
付
き
合
っ
て
た
。

だ
け
ど
、
大
学
に
上
が
る
と
き
に
別
れ
た
ん
だ
。
」

と
、
思
い
出
話
を
語
っ
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
ふ
ぅ
ん
、
此
処
に
い
る
私
と
深
山
さ
ん
と
拓
海
君
と
拓
也
君

っ
て
意
外
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
ね
。
」

拓
也
：
「
で
、
美
和
子
は
青
酸
カ
リ
で
亡
く
な
っ
た
ん
だ
っ
て
な
。
」
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真
理
絵
警
部
：
「
何
で
拓
也
が
そ
の
事
を
？
」

そ
れ
は
裕
一
が
話
し
た
か
ら
で
あ
る
。

真
理
絵
警
部
：
「
え
、
あ
の
子
が
！
？

君
、
河
野
君
っ
て
言
っ
た
わ
よ
ね
。

で
か
し
た
わ
、
こ
ん
な
に
も
早
く
交
友
関
係
を
洗
う
な
ん
て
。

凄
い
才
能
の
持
ち
主
ね
。

貴
方
、
捜
査
に
協
力
し
な
さ
い
。

良
い
わ
ね
？
」

裕
一
：
「
ぼ
、
ぼ
、
僕
が
？
」

な
、
な
ん
か
と
ん
で
も
無
い
事
に
な
っ
た
ぞ
？

中
学
生
が
捜
査
に
協
力
な
ん
て
聞
い
た
事
も
無
い
。
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ア
リ
バ
イ

Ｐ
Ｍ
．
８
：
４
５
、
星
野
は
緑
山
と
事
情
聴
取
を
行
っ
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
拓
也
君
か
ら
話
し
を
聞
こ
う
か
し
ら
ね
。
」

拓
也
：
「
俺
か
ら
？
」

真
理
絵
警
部
：
「
駄
目
か
し
ら
？

被
害
者
は
此
処
の
食
事
に
毒
を
盛
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
の
よ
？

そ
れ
に
、
料
理
人
は
貴
方
だ
け
で
し
ょ
？
」

拓
也
：
「
そ
ん
な
に
言
う
ん
な
ら
一
番
最
初
に
受
け
て
あ
げ
る
け
ど
・
・
・
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
本
当
！
？

じ
ゃ
あ
お
願
い
す
る
わ
。
」

星
野
は
谷
山
の
ア
リ
バ
イ
を
聞
い
た
。

谷
山
は
、
犯
行
の
あ
っ
た
Ｐ
Ｍ
．
７
：
３
０
に
は
調
理
場
に
い
た
と
証
言
し
た
。

ま
た
、
被
害
者
と
は
高
校
の
時
に
２
年
程
付
き
合
っ
て
い
た
と
言
う
。

因
み
に
、
被
害
者
を
恨
ん
で
い
る
人
物
が
い
る
か
ど
う
か
聞
い
た
所
、
「
解
ら

な
い
」
と
答
え
た
。

次
に
深
山
 

耕
太
の
事
情
聴
取
。

深
山
は
犯
行
の
あ
っ
た
時
刻
に
は
被
害
者
と
同
じ
机
で
食
事
を
し
て
い
た
と
言

う
。

ま
た
、
深
山
は
被
害
者
に
恋
を
寄
せ
て
い
て
本
日
は
告
白
を
し
よ
う
と
一
緒
に

来
た
と
言
う
。

因
み
に
、
裕
一
達
が
食
堂
に
来
る
少
し
前
に
現
場
を
離
れ
た
と
言
う
。

そ
し
て
、
被
害
者
を
恨
ん
で
い
る
人
物
が
い
る
か
ど
う
か
は
「
知
ら
な
い
」
と

答
え
た
。

三
人
目
は
緑
山
 

拓
海
。

彼
は
、
裕
一
が
食
堂
に
入
っ
て
か
ら
犯
行
の
あ
っ
た
時
刻
に
は
裕
一
達
と
同
じ

席
に
座
っ
て
い
た
。

と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
、
被
害
者
に
毒
を
盛
る
チ
ャ
ン
ス
は
無
か
っ
た
。

そ
れ
は
裕
一
達
も
同
じ
だ
。
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因
み
に
、
被
害
者
の
事
を
恨
ん
で
い
る
人
物
が
い
る
か
ど
う
か
は
当
然
の
事
だ

が
「
解
ら
な
い
」
と
答
え
た
。

何
せ
、
被
害
者
と
は
会
っ
た
事
も
無
か
っ
た
の
だ
か
ら
・
・
・
。

同
時
刻
（
Ｐ
Ｍ
．
８
：
４
５
）
、
裕
一
は
調
理
場
の
冷
凍
庫
を
調
べ
て
い
た
。

だ
が
、
気
に
な
る
様
な
物
は
無
か
っ
た
。

裕
一
：
「
（
や
っ
ぱ
り
残
っ
て
る
訳
無
い
か
・
・
・
。
）
」

裕
一
は
一
体
何
を
探
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

裕
一
は
調
理
場
を
後
に
し
た
。

Ｐ
Ｍ
．
９
：
０
０
、
事
情
聴
取
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

数
葉
：
「
ゆ
う
い
ち
さ
ま
ぁ
、
何
か
見
つ
か
っ
た
で
す
ぅ
？
」

そ
う
言
い
な
が
ら
市
ノ
瀬
は
後
か
ら
裕
一
に
抱
き
つ
い
て
き
た
。

お
っ
と
、
コ
イ
ツ
の
存
在
を
忘
れ
て
い
た
。

裕
一
は
市
ノ
瀬
に
「
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。

裕
一
：
「
そ
れ
よ
り
、
苦
し
い
か
ら
離
れ
て
く
れ
な
い
か
？
」

数
葉
は
「
あ
ら
、
そ
れ
は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
ね
ぇ
」
と
言
っ
て
裕
一
か
ら
離

れ
た
。

こ
の
時
、
裕
一
は
「
何
故
コ
イ
ツ
が
俺
の
彼
女
な
の
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
た
。

裕
一
は
星
野
に
事
情
聴
取
の
結
果
を
聞
い
た
。

裕
一
：
「
と
な
る
と
、
三
人
共
怪
し
い
で
す
ね
・
・
・
。
」

と
、
そ
こ
へ
永
井
　
大
似
の
一
人
の
男
性
が
や
っ
て
来
た
。

星
野
は
男
性
に
向
か
っ
て
「
滝
山
刑
事
、
遅
い
じ
ゃ
な
い
の
！
」
と
怒
鳴
っ
た
。

滝
山
刑
事
：
「
滝
山
 

啓
二
っ
て
、
フ
ル
ネ
ー
ム
で
呼
ば
な
い
で
下
さ
い
よ
！
」

何
と
も
哀
れ
な
・
・
・
星
野
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
呼
ん
だ
つ
も
り
は
無
い
・
・
・
。

滝
山
刑
事
と
言
っ
た
の
だ
・
・
・
。

拓
海
：
「
ほ
ぉ
、
滝
山
刑
事
の
下
の
名
前
っ
て
啓
二
っ
て
言
う
ん
で
す
ね
。

初
め
て
知
り
ま
し
た
よ
。
」

滝
山
刑
事
：
「
み
、
緑
山
さ
ん
ま
で
・
・
・
。

所
で
真
理
絵
ち
ゃ
ん
、
捜
査
の
方
は
何
処
ま
で
進
ん
で
い
る
だ
い
？
」
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真
理
絵
警
部
：
「
た
っ
た
今
事
情
聴
取
が
終
わ
っ
た
所
よ
。

っ
て
、
そ
の
名
前
で
呼
ぶ
の
は
や
め
て
下
さ
い
と
言
っ
た
筈
で
し
ょ
！
？
」

滝
山
刑
事
：
「
じ
ゃ
あ
真
理
ち
ゃ
ん
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
そ
れ
も
駄
目
！

私
は
こ
れ
で
も
捜
査
一
課
の
警
部
な
ん
で
す
よ
。

他
の
呼
び
方
が
あ
る
で
し
ょ
！
？
」

滝
山
刑
事
：
「
何
を
偉
そ
う
に
・
・
・
。

俺
は
君
の
先
輩
だ
ぞ
？

君
よ
り
刑
事
歴
の
長
い
先
輩
様
に
命
令
か
？
」

せ
ん
ぱ
い
さ
ま

真
理
絵
警
部
：
「
御
免
な
さ
い
ね
滝
山
先
輩
。

で
も
、
人
と
し
て
は
私
の
方
が
１
年
長
い
。

と
言
う
訳
だ
か
ら
人
生
の
先
輩
と
し
て
命
令
さ
せ
て
貰
う
わ
。
」

い
や
、
人
生
歴
は
関
係
無
い
だ
ろ
・
・
・
。

寧
ろ
仕
事
な
ん
だ
か
ら
上
司
と
部
下
の
関
係
で
し
ょ
う
が
・
・
・
。

滝
山
刑
事
は
「
言
っ
た
な
ぁ
！
」
と
叫
ん
で
星
野
の
弱
点
で
あ
る
横
腹
を
擽
り

く
す
ぐ

始
め
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
ぎ
ゃ
ー
！

啓
二
君
、
く
す
ぐ
っ
た
い
わ
よ
！
」

け
、
啓
二
君
？

何
、
二
人
っ
て
そ
う
言
う
関
係
だ
っ
た
の
！
？

っ
て
見
れ
ば
解
る
か
・
・
・
。

そ
こ
で
自
称
・
私
立
探
偵
の
緑
山
が
「
お
二
人
と
も
仲
が
良
い
ん
で
す
ね
」
と

か
ら
か
っ
た
。

す
る
と
、
二
人
は
「
誰
が
こ
ん
な
奴
！
？
」
と
怒
鳴
る
様
に
言
い
返
し
た
。

拓
海
：
「
ハ
モ
っ
た
ろ
？
」

と
、
緑
山
が
言
う
と
ま
た
も
や
二
人
同
時
に
「
ハ
モ
っ
て
な
い
！
」
と
怒
鳴
っ

た
。

明
ら
か
に
ハ
モ
っ
て
る
！

こ
れ
は
否
定
出
来
兼
ね
る
事
実
だ
！

だ
が
、
二
人
は
そ
の
事
に
は
全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
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と
ま
ぁ
、
そ
う
言
う
訳
で
時
間
だ
け
が
進
ん
で
行
っ
た
・
・
・
。
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所
持
品

真
理
絵
警
部
：
「
そ
れ
じ
ゃ
、
皆
さ
ん
の
所
持
品
を
見
せ
て
貰
い
ま
し
ょ
う
か
。

」星
野
は
容
疑
者
三
人
の
所
持
品
を
見
せ
て
貰
う
と
言
っ
た
。

最
初
に
谷
山
の
所
持
品
か
ら
確
認
し
た
。

谷
山
の
所
持
品
は
以
下
の
物
だ
。

財
布
、
タ
バ
コ
、
ラ
イ
タ
ー
、
愛
用
の
料
理
包
丁
、
コ
ッ
ク
の
帽
子
、
コ
ッ
ク

サ
イ
フ

の
白
衣
。

全
部
で
六
つ
あ
っ
た
。

次
に
深
山
の
所
持
品
。

財
布
、
２
０
６
号
室
の
ル
ー
ム
キ
ー
、
推
理
小
説
、
お
風
呂
セ
ッ
ト
の
四
つ
。

随
分
と
少
な
い
物
だ
・
・
・
。

そ
し
て
、
緑
山
の
所
持
品
。

財
布
、
虫
眼
鏡
（
探
偵
の
必
需
品
？
）
、
２
０
８
号
室
の
ル
ー
ム
キ
ー
、
シ
ャ

ー
ル
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
風
の
帽
子
と
服
（
ホ
ー
ム
ズ
オ
タ
ク
か
？
）
、
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
、
釣
り
道
具
の
７
点
で
あ
る
。

最
後
は
被
害
者
の
所
持
品
。

財
布
、
３
０
０
万
程
入
っ
た
封
筒
（
何
故
こ
ん
な
物
が
？
）
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
（
絵
描
き
さ
ん
か
？
）
、
手
紙
、
青
酸
カ
リ
の
５
つ
。

真
理
絵
警
部
：
「
何
、
こ
の
３
０
０
万
入
っ
た
封
筒
は
！
？
」

数
え
る
の
速
ッ
！

滝
山
刑
事
：
「
そ
れ
も
気
に
な
る
け
ど
、
こ
っ
ち
の
手
紙
も
気
に
な
り
ま
す
ね
。

」
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星
野
は
滝
山
が
掴
ん
だ
手
紙
を
横
取
っ
て
中
身
を
読
ん
だ
。
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－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
 

美
和
子
様

５
年
前
、
私
の
友
人
で
も
あ
る
桐
山
 

景
を
殺
害
し
た
犯
人
が
解
り
ま
し
た
。

ひ
か
り

犯
人
は
美
和
子
さ
ん
、
貴
方
で
す
ね
。

私
は
警
察
に
こ
の
事
を
話
し
に
行
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
と
言
う
の
で
し
た

ら
口
止
め

料
と
し
て
３
０
０
万
を
用
意
し
て
頂
き
た
い
。

待
ち
合
わ
せ
場
所
は
そ
ち
ら
で
指
定
し
て
下
さ
い
。

余
計
な
事
を
し
た
ら
今
度
は
私
が
貴
方
を
殺
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害
者

の
友
人
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－
－

こ
、
こ
れ
は
脅
迫
状
！
？

真
理
絵
警
部
：
「
深
山
さ
ん
、
ご
存
知
で
し
た
か
？
」

耕
太
：
「
い
や
、
彼
女
は
そ
ん
な
事
は
一
言
も
・
・
・
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
。
」

滝
山
警
部
：
「
真
理
絵
ち
ゃ
ん
、
被
害
者
の
所
持
品
に
あ
る
こ
れ
っ
て
青
酸
カ

リ
だ
よ
！
？
」

と
、
青
酸
カ
リ
を
指
差
し
て
言
う
。

真
理
絵
警
部
：
「
だ
か
ら
、
そ
の
呼
び
方
は
や
め
ろ
っ
つ
ー
の
。

で
、
青
酸
カ
リ
が
被
害
者
の
所
持
品
か
ら
出
て
来
た
の
よ
ね
。

と
言
う
事
は
、
自
殺
か
し
ら
・
・
・
。
」

現
段
階
で
は
自
殺
で
決
ま
り
だ
ろ
う
。
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Ａ
Ｍ
．
０
：
３
０
、
時
刻
は
既
に
１
２
時
を
過
ぎ
て
い
た
・
・
・
。

滝
山
刑
事
：
「
真
理
絵
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
も
う
遅
い
か
ら
捜
査
の
続
き
は
明
日

に
し
よ
う
？
」

真
理
絵
警
部
：
「
じ
ゃ
あ
そ
う
し
ま
し
ょ
う
・
・
・
。
」

あ
れ
、
お
決
ま
り
の
文
句
が
無
い
。

面
倒
に
な
っ
て
諦
め
た
の
か
？

と
言
う
訳
で
、
捜
査
の
続
き
は
明
日
の
朝
に
な
っ
て
か
ら
や
る
事
に
な
り
、
今

夜
は
解
散
と
言
う
事
に
な
っ
た
。

裕
一
は
布
団
に
潜
り
な
が
ら
事
件
の
事
を
考
え
て
い
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
（
高
木
さ
ん
、
本
当
に
自
殺
な
の
か
？

高
木
さ
ん
、
お
願
い
だ
か
ら
俺
に
真
相
を
教
え
て
く
れ
！
）
」

裕
一
は
そ
う
願
っ
た
。

だ
が
、
死
人
は
言
葉
を
交
わ
さ
な
い
・
・
・
。

そ
れ
は
当
然
の
事
だ
・
・
・
。

そ
し
て
、
裕
一
は
深
い
眠
り
に
付
く
・
・
・
。

そ
の
頃
、
星
野
は
と
滝
山
は
部
屋
取
っ
て
布
団
に
入
っ
て
就
寝
し
て
い
た
・
・
・

。い
や
、
良
く
見
る
と
布
団
が
う
ご
め
い
て
い
る
。

更
に
追
求
し
よ
う
。

二
人
は
裸
に
な
り
布
団
の
中
で
抱
き
合
っ
て
い
た
の
だ
！

成
る
程
・
・
・
や
は
り
二
人
は
こ
う
言
う
関
係
だ
っ
た
の
か
。
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脅
迫
状
に
つ
い
て

裕
一
は
夢
を
見
た
・
・
・
。

？
？
？
：
「
苦
し
い
・
・
・
助
け
て
・
・
・
。
」

誰
だ
か
解
ら
な
い
が
女
性
の
声
が
聞
こ
え
る
。

美
和
子
？
：
「
助
け
て
・
・
・
。

私
は
高
木
 

美
和
子
・
・
・
。

真
相
は
・
・
・
５
年
前
・
・
・
。

私
が
・
・
・
桐
・
・
・
が
・
・
・
握
っ
・
・
・
わ
。

お
願
い
、
あ
の
・
・
・
偵
を
・
・
・
問
い
つ
め
て
！
」

高
木
？
は
そ
う
言
い
残
し
て
消
え
て
し
ま
っ
た
。

裕
一
：
「
待
っ
て
、
も
う
少
し
話
を
！
」

だ
が
、
そ
の
声
は
も
う
、
届
か
ず
闇
に
吸
い
込
ま
れ
て
行
っ
た
・
・
・
。

翌
朝
、
裕
一
は
目
を
覚
ま
し
た
。

時
刻
は
Ａ
Ｍ
．
９
：
０
０
を
回
っ
て
い
た
・
・
・
。

今
朝
は
捜
査
の
続
き
が
あ
る
・
・
・
。

そ
れ
に
し
て
も
、
さ
っ
き
の
夢
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

裕
一
は
さ
っ
き
の
夢
を
思
い
返
す
・
・
・
。

美
和
子
？
：
『
助
け
て
・
・
・
。

私
は
高
木
 

美
和
子
・
・
・
。

真
相
は
・
・
・
５
年
前
・
・
・
。

私
が
・
・
・
桐
・
・
・
が
・
・
・
握
っ
・
・
・
わ
。

お
願
い
、
あ
の
・
・
・
偵
を
・
・
・
問
い
つ
め
て
！
』

偵
・
・
・
い
っ
た
い
、
誰
の
事
な
の
だ
ろ
う
？

裕
一
は
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
か
っ
た
・
・
・
。
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裕
一
は
起
き
あ
が
り
事
件
の
あ
っ
た
現
場
へ
行
っ
た
・
・
・
。

真
理
絵
警
部
：
「
お
は
よ
う
。

遅
か
っ
た
わ
ね
？

も
う
捜
査
は
結
構
進
ん
で
る
わ
よ
。
」

裕
一
：
「
何
処
ま
で
進
ん
だ
ん
で
す
か
？
」

星
野
は
現
在
の
捜
査
状
況
を
話
し
た
。

裕
一
：
「
成
る
程
、
５
年
前
に
亡
く
な
っ
た
桐
山
　
景
さ
ん
の
ご
遺
族
に
会
わ

き
り
や
ま

ひ
か
り

れ
た
訳
で
す
か
。

そ
れ
で
、
何
か
解
っ
た
ん
で
す
か
？
」

星
野
は
桐
山
家
で
得
た
情
報
を
話
し
た
。

そ
れ
は
、
緑
山
 

拓
海
が
亡
く
な
っ
た
桐
山
 

景
と
交
際
し
て
い
た
と
言
う
事

だ
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
裕
一
は
か
な
り
驚
い
た
。

裕
一
は
緑
山
に
こ
の
事
を
ぶ
つ
け
て
み
た
。

す
る
と
、
案
の
定
緑
山
は
自
白
し
た
。

拓
海
：
「
あ
ぁ
、
５
年
前
ま
で
景
は
俺
の
彼
女
だ
っ
た
さ
。

だ
か
ら
っ
て
俺
が
今
回
の
被
害
者
を
殺
す
訳
が
無
い
。

あ
ん
た
は
俺
を
疑
っ
て
い
る
の
か
？

そ
れ
は
と
ん
で
も
無
い
勘
違
い
だ
ぜ
。

取
り
調
べ
の
時
も
星
野
さ
ん
に
話
し
た
け
ど
、
被
害
者
の
事
は
俺
は
知
ら
な
い

ん
だ
。

も
し
疑
う
ん
な
ら
谷
山
と
か
言
う
奴
を
疑
っ
た
ら
ど
う
だ
？

料
理
や
水
を
運
ん
で
い
る
の
は
谷
山
だ
し
さ
・
・
・
。
」

・
・
・
水
！
？

裕
一
は
谷
山
に
話
を
聞
い
た
。

拓
也
：
「
確
か
に
料
理
を
作
っ
て
運
ん
で
い
る
の
は
僕
だ
け
ど
毒
な
ん
か
盛
っ

て
な
い
よ
？

第
一
、
僕
は
彼
女
の
事
な
ん
か
恨
ん
で
な
い
し
・
・
・
。

も
し
恨
ん
で
い
る
と
し
た
ら
彼
女
の
方
だ
よ
。
」

裕
一
：
「
え
？
」
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拓
也
：
「
別
れ
話
を
持
ち
か
け
た
の
は
俺
な
ん
だ
。

そ
れ
も
急
だ
っ
た
か
ら
・
・
・
。

だ
か
ら
、
彼
女
は
今
で
も
俺
の
事
恨
ん
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

谷
山
は
詳
し
い
事
情
を
話
し
た
。

拓
也
：
「
あ
れ
は
、
２
年
前
の
今
日
の
事
だ
っ
た
。

俺
は
親
の
都
合
で
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
事
に
な
っ
た
ん
だ
。

そ
れ
が
急
だ
っ
た
か
ら
ち
ゃ
ん
と
話
も
出
来
ず
俺
は
彼
女
に
い
き
な
り
別
れ
る

様
に
お
願
い
し
た
ん
だ
。

そ
し
て
、
ア
イ
ツ
は
嫌
が
っ
て
・
・
・
。

で
も
、
最
終
的
に
は
解
っ
て
く
れ
た
よ
。

だ
か
ら
、
俺
に
ア
イ
ツ
を
殺
す
理
由
な
ん
て
無
い
よ
。

畜
生
、
い
っ
た
い
誰
が
ア
イ
ツ
を
殺
し
た
ん
だ
！
？
」

く
そ
っ

裕
一
は
礼
を
言
っ
て
調
理
場
を
後
に
し
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
（
い
っ
た
い
誰
が
、
か
・
・
・
。
）
」

裕
一
は
事
件
の
事
を
思
い
返
し
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
（
そ
う
言
え
ば
、
あ
の
時
に
テ
ー
ブ
ル
に
乗
っ
て
た
料
理
っ
て
、
ト

リ
カ
ブ
ト
の
根
だ
っ
た
な
・
・
・
。

ま
、
ま
さ
か
な
・
・
・
。

け
ど
、
あ
の
ト
リ
カ
ブ
ト
は
同
じ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
で
も
毒
を
持
た
な
い
ニ
リ
ン

ソ
ウ
だ
か
ら
な
。

あ
れ
で
殺
せ
る
と
は
思
わ
ん
が
・
・
・
。
）
」

裕
一
は
事
件
の
事
を
ま
と
め
た
。
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事
件
の
ま
と
め
（
前
書
き
）

此
処
で
は
今
ま
で
起
き
た
事
件
の
事
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
編
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

次
話
の
事
件
の
真
相
を
読
む
前
に
此
処
で
推
理
し
て
犯
人
を
特
定
し
て
み
て
下

さ
い
。
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事
件
の
ま
と
め

被
害
者
は
高
木
　
美
和
子
。

た
か
ぎ

み
わ
こ

死
因
は
青
酸
カ
リ
に
よ
る
中
毒
死
。

ま
た
、
被
害
者
の
所
持
品
か
ら
青
酸
カ
リ
が
発
見
さ
れ
た
事
か
ら
自
殺
の
線
が

高
い
と
見
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
れ
が
殺
人
だ
っ
た
と
し
よ
う
。

そ
う
な
る
と
、
動
機
が
あ
る
の
は
５
年
前
に
付
き
合
っ
て
い
た
桐
山
 

景
を
殺

さ
れ
た
私
立
探
偵
の
緑
山
 

拓
海
。

し
か
し
、
緑
山
は
被
害
者
の
事
を
知
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

と
言
う
事
は
自
殺
な
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

だ
が
、
ま
だ
自
殺
と
し
て
片
づ
け
る
事
は
出
来
な
い
。

何
故
な
ら
、
あ
の
手
紙
が
あ
る
か
ら
だ
。

手
紙
の
内
容
は
こ
う
だ
っ
た
。
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高
木
 

美
和
子
様

５
年
前
、
私
の
友
人
で
も
あ
る
桐
山
 

景
を
殺
害
し
た
犯
人
が
解
り
ま
し
た
。

ひ
か
り

犯
人
は
美
和
子
さ
ん
、
貴
方
で
す
ね
。

私
は
警
察
に
こ
の
事
を
話
し
に
行
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
と
言
う
の
で
し
た

ら
口
止
め

料
と
し
て
３
０
０
万
を
用
意
し
て
頂
き
た
い
。

待
ち
合
わ
せ
場
所
は
そ
ち
ら
で
指
定
し
て
下
さ
い
。

余
計
な
事
を
し
た
ら
今
度
は
私
が
貴
方
を
殺
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害
者

の
友
人
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こ
の
内
容
に
よ
る
と
、
被
害
者
の
高
木
 

美
和
子
は
殺
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く

な
る
。

い
や
、
そ
う
考
え
る
よ
り
被
害
者
の
高
木
が
そ
の
手
紙
を
送
っ
た
人
物
を
殺
そ

う
と
し
た
が
逆
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
・
・
・
。

そ
し
て
、
事
件
当
時
に
被
害
者
の
食
べ
た
料
理
に
入
っ
て
い
た
ト
リ
カ
ブ
ト
の

根
。

確
か
に
、
ト
リ
カ
ブ
ト
の
根
は
猛
毒
で
服
用
す
る
と
死
に
至
る
・
・
・
。

だ
が
、
あ
れ
は
同
じ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
で
も
毒
を
持
た
な
い
「
ニ
リ
ン
ソ
ウ
」
の

方
だ
。

あ
れ
で
人
を
殺
せ
る
と
は
思
わ
な
い
が
・
・
・
。

ま
さ
か
、
あ
の
人
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
で
！
？

お
っ
と
、
そ
の
前
に
ま
だ
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
び
て
い
な
い
人
物
が
一
人
だ

け
い
た
な
。

も
し
、
あ
の
人
物
が
犯
人
だ
と
し
た
ら
・
・
・
。

裕
一
：
「
（
そ
う
か
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
！

間
違
い
無
い
、
犯
人
は
あ
の
人
だ
！
）
」

裕
一
は
皆
に
犯
人
が
解
っ
た
と
伝
え
現
場
に
集
め
た
。
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事
件
の
ま
と
め
（
後
書
き
）

次
話
か
ら
犯
人
の
名
前
が
出
ま
す
。

ま
だ
解
っ
て
無
い
人
は
も
う
少
し
考
え
ろ
！

解
ら
な
い
け
ど
答
え
が
知
り
た
い
人
や
解
っ
た
人
は
進
ん
で
下
さ
い
。
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事
件
の
真
相
（
前
書
き
）

此
処
か
ら
犯
人
の
名
前
が
出
ま
す
。

ま
だ
推
理
し
て
な
い
方
は
読
ま
な
い
方
が
良
い
か
も
で
す
。
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事
件
の
真
相

拓
海
：
「
星
野
さ
ん
、
犯
人
解
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
俺
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
嘘
、
本
当
に
！
？

じ
ゃ
あ
食
堂
に
着
い
た
ら
教
え
て
ね
。
」

二
人
は
そ
う
話
な
が
ら
食
堂
に
入
っ
て
来
た
。

真
理
絵
警
部
：
「
あ
れ
、
何
こ
の
集
会
み
た
い
な
集
ま
り
は
？
」

滝
山
刑
事
：
「
実
は
、
あ
の
河
野
君
と
言
う
子
が
、
犯
人
が
解
っ
た
か
ら
皆
を

食
堂
に
集
め
て
く
れ
っ
て
。

今
、
事
件
の
真
相
を
話
し
て
る
所
だ
よ
。
」

二
人
が
目
を
配
る
と
、
裕
一
が
事
件
の
真
相
を
話
し
て
い
た
。

裕
一
：
「
そ
う
、
犯
人
は
料
理
に
ト
リ
カ
ブ
ト
の
根
を
使
っ
た
ん
で
す
。

そ
う
で
す
よ
ね
、
犯
人
の
谷
山
 

拓
也
さ
ん
？
」

裕
一
は
谷
山
を
指
名
す
る
。

耕
太
：
「
え
、
拓
也
が
！
？
」

拓
也
：
「
く
っ
、
い
っ
た
い
何
時
か
ら
気
付
い
て
た
？
」

い
つ

裕
一
は
例
の
手
紙
を
取
り
だ
し
た
。

裕
一
：
「
気
付
い
た
の
は
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
か
ら
で
す
よ
。
」

裕
一
は
例
の
手
紙
を
読
み
上
げ
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
 

美
和
子
様

５
年
前
、
私
の
友
人
で
も
あ
る
桐
山
 

景
を
殺
害
し
た
犯
人
が
解
り
ま
し
た
。

ひ
か
り

犯
人
は
美
和
子
さ
ん
、
貴
方
で
す
ね
。

私
は
警
察
に
こ
の
事
を
話
し
に
行
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
と
言
う
の
で
し
た

ら
口
止
め
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料
と
し
て
３
０
０
万
を
用
意
し
て
頂
き
た
い
。

待
ち
合
わ
せ
場
所
は
そ
ち
ら
で
指
定
し
て
下
さ
い
。

余
計
な
事
を
し
た
ら
今
度
は
私
が
貴
方
を
殺
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害
者

の
友
人

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

手
紙
を
読
み
上
げ
た
裕
一
は
こ
う
言
っ
た
。

裕
一
：
「
恐
ら
く
、
動
機
は
友
人
で
あ
る
桐
山
さ
ん
を
殺
害
さ
れ
た
事
。

こ
の
手
紙
を
被
害
者
に
送
り
つ
け
た
の
は
貴
方
で
す
ね
？
」

谷
山
は
頷
い
て
こ
う
言
っ
た
。

う
な
ず

拓
也
：
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
。

俺
が
ア
イ
ツ
を
殺
し
た
ん
だ
。
」

裕
一
：
「
で
も
、
何
で
５
年
も
経
っ
て
か
ら
？
」

拓
也
：
「
あ
れ
は
、
色
々
調
べ
て
た
ん
だ
。

犯
人
に
気
付
い
た
の
は
大
学
に
入
っ
て
４
年
経
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

俺
は
犯
人
に
つ
い
て
調
べ
る
為
殆
ど
大
学
を
休
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
４
年
経
っ
て
犯
人
に
気
付
い
た
時
は
唖
然
と
し
た
よ
。

高
校
の
時
に
付
き
合
っ
て
い
た
美
和
子
が
景
を
殺
し
た
犯
人
だ
っ
た
ん
だ
か
ら

な
。

だ
か
ら
こ
そ
今
に
な
っ
て
そ
の
手
紙
を
美
和
子
に
送
り
つ
け
た
ん
だ
。

そ
う
す
れ
ば
美
和
子
は
必
ず
誘
い
に
乗
る
と
思
っ
て
・
・
・
。

そ
し
た
ら
、
美
和
子
が
昨
日
に
な
っ
て
突
然
来
た
ん
だ
。

俺
に
殺
さ
れ
る
と
も
知
ら
ず
に
ね
。

そ
の
為
に
俺
は
旅
館
の
裏
に
生
え
て
る
ト
リ
カ
ブ
ト
の
根
を
彼
女
の
食
事
に
入

れ
た
ん
だ
。
」

谷
山
は
何
も
か
も
自
供
し
た
・
・
・
。

し
か
し
、
裕
一
は
こ
う
言
っ
た
。

裕
一
：
「
で
も
、
そ
の
ト
リ
カ
ブ
ト
の
根
は
毒
を
持
っ
て
い
な
い
『
ニ
リ
ン
ソ
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ウ
』
と
言
う
山
菜
で
す
。
」

拓
也
：
「
う
、
嘘
だ
ろ
！
？

俺
は
ち
ゃ
ん
と
調
べ
た
ん
だ
。

あ
れ
が
ト
リ
カ
ブ
ト
で
そ
の
根
は
猛
毒
だ
と
言
う
事
を
！
」

裕
一
：
「
似
て
る
ん
で
す
よ
・
・
・
。

花
の
生
え
て
い
な
い
時
期
の
ト
リ
カ
ブ
ト
と
ニ
リ
ン
ソ
ウ
は
ね
。
」

拓
也
：
「
そ
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
！
？

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
真
犯
人
は
誰
な
ん
だ
！
？
」

そ
こ
へ
割
っ
て
入
っ
た
の
は
緑
山
だ
っ
た
。

拓
海
：
「
待
て
よ
、
犯
人
は
谷
山
さ
ん
だ
。

真
相
は
全
て
谷
山
さ
ん
が
自
供
し
た
通
り
だ
よ
。
」

裕
一
：
「
違
い
ま
す
。

真
犯
人
は
ト
リ
カ
ブ
ト
の
根
で
は
無
く
青
酸
カ
リ
を
使
っ
た
の
で
す
。

言
っ
た
筈
だ
、
被
害
者
の
口
元
か
ら
ア
ー
モ
ン
ド
臭
が
す
る
と
ね
。
」

拓
海
：
「
じ
ゃ
あ
ど
う
や
っ
て
気
が
付
か
れ
ず
に
毒
を
盛
っ
た
ん
だ
？
」

真
理
絵
警
部
：
「
そ
う
よ
河
野
君
、
被
害
者
に
気
付
か
れ
ず
毒
を
盛
る
な
ん
て

絶
対
に
不
可
能
だ
わ
！
」

果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

裕
一
：
「
被
害
者
に
気
付
か
れ
ず
に
毒
を
盛
る
方
法
が
一
つ
だ
け
あ
る
・
・
・
。

氷
・
・
・
犯
人
は
氷
を
使
っ
た
ん
で
す
。
」

拓
海
：
「
・
・
・
・
・
・
。
」

真
理
絵
警
部
：
「
で
、
で
も
・
・
・
皆
の
証
言
を
聞
く
か
ら
に
は
被
害
者
に
近

づ
い
た
人
間
な
ん
て
・
・
・
。

そ
れ
に
事
件
の
あ
っ
た
時
刻
、
被
害
者
に
は
誰
も
近
づ
い
て
無
い
わ
。
」

確
か
に
そ
う
だ
・
・
・
。

だ
が
・
・
・
。

裕
一
：
「
そ
れ
が
い
た
ん
で
す
よ
・
・
・
。

深
山
さ
ん
が
一
度
ト
イ
レ
に
立
っ
て
る
間
に
一
人
だ
け
被
害
者
に
近
付
い
た
人

物
が
ね
！
」

す
る
と
、
皆
が
驚
く
。
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裕
一
：
「
犯
人
は
予
め
用
意
し
た
無
色
透
明
の
液
体
青
酸
カ
リ
入
り
の
氷
を
被

害
者
に
近
付
い
た
時
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
が
良
く
使
う
ミ
ス
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
言

う
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
て
水
の
入
っ
た
コ
ッ
プ
の
中
に
こ
っ
そ
り
入
れ
た
ん
で

す
。

そ
し
て
、
犯
人
は
そ
こ
を
離
れ
僕
た
ち
が
食
堂
に
入
っ
て
来
た
時
、
僕
た
ち
に

声
を
掛
け
て
席
に
座
っ
た
。

そ
う
で
す
よ
ね
、
真
犯
人
の
緑
山
 

拓
海
さ
ん
！
？
」

一
瞬
に
し
て
皆
が
緑
山
の
方
を
振
り
向
く
。

す
る
と
、
緑
山
は
反
論
を
し
た
。

拓
海
：
「
ま
、
待
っ
て
く
れ
よ
。

確
か
に
、
そ
の
方
法
な
ら
俺
で
も
出
来
る
・
・
・
。

だ
が
、
ど
う
や
っ
て
氷
に
毒
を
仕
込
ん
だ
ん
だ
？

そ
れ
に
、
ど
う
や
っ
て
持
ち
運
ん
だ
ん
だ
？
」

裕
一
：
「
先
ず
、
凹
の
形
を
し
た
氷
を
作
り
そ
の
中
に
無
色
透
明
の
液
体
青
酸

カ
リ
を
入
れ
再
度
凍
ら
す
。

そ
し
て
、
そ
の
氷
を
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
持
ち
運
ぶ
・
・
・
。

だ
が
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
だ
け
で
は
怪
し
ま
れ
て
し
ま
う
・
・
・
。

だ
か
ら
先
ほ
ど
貴
方
の
所
持
品
に
あ
っ
た
釣
り
道
具
と
一
緒
に
運
ん
だ
ん
で
す
。

」真
理
絵
警
部
：
「
た
、
拓
海
君
・
・
・
。

貴
方
、
犯
人
呼
ば
わ
り
さ
れ
て
る
の
よ
？

な
、
何
か
言
い
返
し
な
さ
い
よ
！
？
」

だ
が
、
緑
山
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は
星
野
の
想
像
も
付
か
な
い
事
だ
っ
た
。

拓
海
：
「
ふ
っ
、
全
て
巧
く
行
っ
た
と
思
っ
た
の
に
な
・
・
・
。

あ
ぁ
そ
う
さ
、
高
木
 

美
和
子
を
殺
し
た
の
は
俺
だ
。
」

裕
一
は
も
う
一
度
例
の
手
紙
を
出
し
て
言
っ
た
。

裕
一
：
「
動
機
は
こ
の
手
紙
で
す
ね
？
」

拓
海
：
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
・
・
・
。

俺
は
景
と
付
き
合
っ
て
い
た
ん
だ
。

だ
け
ど
、
５
年
前
に
景
が
突
然
こ
の
世
を
去
っ
て
・
・
・
。
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あ
の
時
ほ
ど
犯
人
を
憎
ん
だ
事
は
無
か
っ
た
・
・
・
。

だ
か
ら
俺
は
私
立
探
偵
に
な
っ
て
犯
人
の
事
を
調
べ
た
ん
だ
。

そ
し
た
ら
、
犯
人
自
ら
が
連
絡
を
く
れ
た
ん
だ
。

『
５
年
前
に
桐
山
 

景
と
言
う
人
を
殺
し
ま
し
た
。

助
け
て
下
さ
い
。

警
察
に
は
行
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

行
け
ば
今
度
は
私
が
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
』

こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。

俺
は
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
決
め
て
此
処
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
ん
だ
・
・
・

。高
木
 

美
和
子
に
青
酸
カ
リ
を
持
参
さ
せ
て
ね
。
」

成
る
程
、
だ
か
ら
被
害
者
の
所
持
品
に
入
っ
て
い
た
の
か
・
・
・
。

拓
海
：
「
中
学
生
探
偵
君
、
後
は
君
の
推
理
通
り
だ
よ
。

星
野
さ
ん
、
俺
を
逮
捕
し
て
く
れ
。

俺
は
星
野
さ
ん
に
手
錠
を
は
め
て
貰
い
た
い
・
・
・
。
」

星
野
は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
緑
山
に
手
錠
を
は
め
た
・
・
・
。

裕
一
は
星
野
を
「
花
は
全
て
の
女
性
を
輝
か
せ
る
。
貴
方
の
様
な
美
し
い
方
が

泣
か
れ
た
ら
折
角
の
美
貌
が
台
無
し
に
な
る
・
・
・
。
」
と
言
っ
て
慰
め
た
・
・

・
。

そ
の
時
、
星
野
は
胸
が
「
キ
ュ
ン
」
と
な
っ
た
が
気
に
せ
ず
に
緑
山
を
連
れ
て

行
っ
た
・
・
・
。

中
学
生
に
「
ト
キ
メ
キ
」
っ
て
奴
か
？

星
野
が
緑
山
を
連
行
し
た
後
、
食
堂
は
シ
ー
ン
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
・
・
・

。辺
り
は
も
う
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
い
る
。

裕
一
た
ち
は
も
う
一
泊
す
る
事
に
し
た
・
・
・
。
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夢
か
現
実
か
、
あ
の
世
と
こ
の
世
の
狭
間
！
（
前
書
き
）

一
応
、
こ
の
話
が
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
つ
も
り
で
す
・
・
・
。

最
後
ま
で
ご
堪
能
し
て
下
さ
い
。

因
み
に
、
非
科
学
的
な
事
な
の
で
意
義
の
あ
る
方
は
読
ま
な
い
で
下
さ
い
。

子
供
の
夢
を
破
壊
し
ま
す
。

お
婆
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
た
。

子
供
は
宝
物
・
・
・
こ
の
世
で
も
っ
と
も
罪
深
い
も
の
は
、
そ
の
宝
物
を
傷
つ

け
る
者
だ
。
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夢
か
現
実
か
、
あ
の
世
と
こ
の
世
の
狭
間
！

裕
一
は
２
０
１
の
部
屋
に
で
布
団
に
潜
っ
て
い
た
・
・
・
。

裕
一
は
夢
を
見
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
こ
、
こ
れ
は
・
・
・
。

さ
っ
き
の
夢
？
」

そ
う
言
う
と
、
目
の
前
に
可
愛
く
て
麻
木
 

久
仁
子
に
そ
っ
く
り
な
一
人
の
女

性
が
現
れ
た
。

そ
れ
も
、
先
ほ
ど
と
は
違
っ
て
鮮
明
に
だ
。

美
和
子
：
「
私
、
高
木
 

美
和
子
よ
。

さ
っ
き
は
ち
ゃ
ん
と
話
す
前
に
消
え
ち
ゃ
っ
て
御
免
ね
・
・
・
。

で
も
あ
れ
は
、
５
年
前
に
私
が
殺
し
た
桐
山
 

景
が
や
っ
た
事
な
の
・
・
・
。

だ
か
ら
、
そ
の
・
・
・
気
に
し
な
い
で
ね
。

そ
れ
か
ら
、
私
を
殺
し
た
犯
人
・
・
・
。

暴
い
て
く
れ
あ
り
が
と
う
。
」

高
木
は
礼
を
言
っ
た
・
・
・
。

い
や
い
や
、
こ
れ
は
夢
だ
。

美
和
子
：
「
ふ
ふ
、
夢
だ
と
思
っ
て
る
の
ね
。

で
も
こ
れ
は
夢
じ
ゃ
な
い
わ
。

私
が
貴
方
を
肉
体
か
ら
一
時
的
に
魂
を
出
し
て
あ
の
世
と
こ
の
世
の
狭
間
に
連

れ
て
き
た
の
・
・
・
。

要
す
る
に
幽
体
離
脱
を
し
て
る
っ
て
事
よ
。

信
じ
な
い
の
な
ら
抓
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
し
ら
？
」

裕
一
は
無
意
識
の
内
に
頬
を
抓
っ
た
・
・
・
。

痛
か
っ
た
、
か
な
り
痛
か
っ
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
夢
・
・
・
じ
ゃ
な
い
・
・
・
。

そ
う
だ
、
５
年
前
の
事
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。

そ
の
、
何
で
自
首
し
な
か
っ
た
の
？
」
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美
和
子
：
「
自
首
は
し
た
わ
。

で
も
、
あ
れ
は
正
当
防
衛
だ
っ
た
の
よ
。
」

正
当
防
衛
？

美
和
子
は
５
年
前
の
事
を
映
像
で
見
せ
た
。

裕
一
：
「
こ
、
こ
れ
は
？
」

美
和
子
：
「
私
の
記
憶
・
・
・
。
」

裕
一
は
美
和
子
の
記
憶
の
中
で
橋
を
渡
っ
て
い
た
・
・
・
。

ま
る
で
自
分
の
体
験
の
様
に
・
・
・
。

す
る
と
、
裕
一
の
目
の
前
か
ら
一
人
の
女
性
が
走
っ
て
来
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
彼
女
は
？
」

美
和
子
：
「
彼
女
は
桐
山
 

景
・
・
・
。
」

桐
山
は
止
ま
る
気
配
も
無
く
裕
一
に
向
か
っ
て
来
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
ぶ
つ
か
っ
て
二
人
は
転
倒
し
た
。

裕
一
：
「
い
、
痛
ぇ
！

な
、
何
で
感
覚
が
！
？
」

美
和
子
：
「
今
、
貴
方
は
過
去
の
私
に
憑
依
し
て
る
の
よ
。
」

霊
っ
て
そ
ん
な
事
も
出
来
る
ん
だ
と
妙
に
感
心
す
る
裕
一
。

景
：
「
ち
ょ
っ
と
、
あ
ん
た
何
処
見
て
歩
い
て
ん
の
よ
！
」

裕
一
・
美
和
子
：
「
そ
、
そ
っ
ち
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
来
た
ん
だ
ろ
！
？
」

と
、
裕
一
と
高
木
の
声
が
一
緒
に
出
た
。

裕
一
：
「
え
、
こ
れ
っ
て
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

美
和
子
：
「
言
っ
た
で
し
ょ
、
貴
方
は
過
去
の
私
に
憑
依
し
て
る
の
。

憑
依
し
て
る
訳
だ
か
ら
、
外
で
生
き
て
る
人
と
会
話
は
当
然
出
来
る
わ
。
」

景
は
高
木
に
突
っ
か
か
っ
て
来
た
。

景
：
「
何
よ
そ
の
言
い
方
！
？

貴
方
、
礼
儀
の
一
つ
も
知
ら
な
い
訳
？

ま
ず
、
人
と
ぶ
つ
か
っ
た
ら
謝
る
。

そ
れ
が
礼
儀
っ
て
も
ん
で
し
ょ
！
？
」

そ
う
言
っ
て
、
高
木
に
掴
み
掛
か
っ
た
。

掴
み
掛
か
っ
た
景
は
橋
か
ら
美
和
子
を
落
と
そ
う
と
し
た
。
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裕
一
・
美
和
子
：
「
な
、
何
す
ん
の
よ
！
？
」

裕
一
は
高
木
の
声
と
共
に
そ
う
言
っ
た
。

突
然
出
た
女
言
葉
だ
。

景
：
「
私
は
ね
、
礼
儀
が
な
っ
て
な
い
奴
が
大
嫌
い
な
の
！

特
に
あ
ん
た
み
た
い
な
奴
が
ね
！

あ
ん
た
な
ん
か
、
橋
か
ら
突
き
落
と
し
て
殺
し
て
や
る
！
」

二
人
は
数
分
ほ
ど
や
り
合
っ
た
。

裕
一
・
美
和
子
：
「
私
に
は
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
や
り
た
い
事
が
あ
る
の
。

あ
、
あ
ん
た
な
ん
か
に
・
・
・
。

殺
さ
れ
て
た
ま
る
も
ん
で
す
か
！
」

裕
一
は
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
景
を
押
し
返
し
た
。

そ
し
て
、
力
を
入
れ
て
一
気
に
景
を
投
げ
飛
ば
し
た
。

す
る
と
、
景
が
橋
か
ら
落
ち
て
行
っ
た
・
・
・
。

景
：
「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
。
」

景
は
み
る
み
る
内
に
落
ち
て
行
き
、
や
が
て
川
に
沈
ん
だ
。

裕
一
は
唖
然
と
し
た
。

裕
一
：
「
・
・
・
・
・
・
。

こ
、
こ
、
こ
、
殺
し
た
の
っ
て
・
・
・
。

お
、
お
、
お
、
お
、
お
、
俺
！
？
」

美
和
子
：
「
そ
う
と
し
か
言
え
な
い
わ
ね
。

だ
っ
て
、
あ
の
と
き
の
私
の
身
体
は
貴
方
が
支
配
権
を
握
っ
て
い
た
ん
で
す
も

の
。
」

裕
一
：
「
あ
の
時
？
」

美
和
子
：
「
う
ん
、
あ
の
時
。

５
年
前
、
橋
を
歩
い
て
た
ら
突
然
と
身
体
が
言
う
事
を
聞
か
な
く
な
っ
た
の
よ
。

そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
私
の
身
体
は
勝
手
に
動
き
出
し
た
の
・
・
・
。

そ
し
た
ら
、
目
の
前
か
ら
桐
山
 

景
が
走
っ
て
来
て
ぶ
つ
か
っ
て
・
・
・
。

次
に
出
た
言
葉
は
私
が
言
お
う
と
し
た
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
」

裕
一
：
「
俺
が
出
し
た
言
葉
・
・
・
。
」

美
和
子
：
「
そ
う
、
貴
方
の
言
葉
・
・
・
。
」
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そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
と
、
場
面
が
い
き
な
り
例
の
食
堂
に
変
わ
っ
た
・
・
・

。裕
一
：
「
こ
、
此
処
は
？
」

美
和
子
：
「
私
が
殺
さ
れ
た
旅
館
の
食
堂
よ
。
」

裕
一
：
「
ひ
ぇ
っ
！

じ
ゃ
あ
、
俺
は
毒
を
飲
ん
で
死
ぬ
？
」

美
和
子
：
「
い
い
え
、
死
ぬ
の
は
私
だ
け
よ
。

私
が
死
ん
だ
瞬
間
、
貴
方
は
体
外
へ
放
出
さ
れ
て
元
の
世
界
に
戻
る
・
・
・
。

け
ど
、
毒
を
飲
ん
だ
苦
し
さ
は
そ
の
ま
ま
伝
わ
る
わ
。
」

裕
一
：
「
う
わ
、
ひ
で
ぇ
！
」

美
和
子
：
「
し
ょ
う
が
な
い
わ
よ
、
私
の
身
体
に
憑
依
し
て
る
ん
だ
か
ら
。
」

高
木
は
食
堂
の
席
に
座
っ
て
い
た
・
・
・
。

一
人
の
男
が
近
付
い
て
来
た
・
・
・
。

そ
の
男
は
、
犯
人
の
緑
山
 

拓
海
だ
っ
た
。

拓
海
：
「
貴
方
が
高
木
 

美
和
子
さ
ん
で
す
ね
？
」

裕
一
・
美
和
子
：
「
え
ぇ
、
そ
う
で
す
け
ど
貴
方
は
？
」

拓
海
：
「
私
立
探
偵
の
緑
山
で
す
。

例
の
脅
迫
状
の
事
で
声
を
掛
け
ま
し
た
。
」

裕
一
・
美
和
子
：
「
じ
ゃ
あ
、
早
速
話
を
聞
い
て
下
さ
い
ま
す
か
？
」

緑
山
は
「
分
か
り
ま
し
た
」
と
言
い
な
が
ら
高
木
の
コ
ッ
プ
に
何
か
を
し
た
・
・

・
。

だ
が
、
裕
一
は
そ
れ
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

裕
一
・
美
和
子
：
「
て
め
ぇ
、
何
青
酸
カ
リ
入
り
の
氷
入
れ
て
ん
だ
よ
！
？
」

と
、
突
っ
込
ん
だ
瞬
間
に
「
ハ
ッ
」
と
気
付
い
て
口
を
押
さ
え
た
。

美
和
子
：
「
ば
、
馬
鹿
っ
、
何
や
っ
て
る
の
よ
！
？
」

裕
一
：
「
御
免
・
・
・
。

も
し
か
し
て
、
今
の
で
歴
史
と
か
変
わ
っ
ち
ゃ
う
？
」

美
和
子
：
「
変
わ
っ
ち
ゃ
う
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
！
」

そ
う
言
う
と
、
高
木
の
霊
魂
は
薄
く
な
っ
て
行
っ
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
で
も
、
そ
う
す
れ
ば
君
は
生
き
返
る
か
ら
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
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美
和
子
：
「
だ
、
駄
目
よ
そ
ん
な
事
し
た
ら
。

そ
ん
な
事
し
た
ら
、
貴
方
と
私
の
魂
が
融
合
し
て
し
ま
う
わ
・
・
・
。
」

高
木
は
突
然
訳
の
分
か
ら
な
い
事
を
言
っ
た
。

裕
一
：
「
は
ぁ
、
何
訳
の
分
か
ら
な
い
事
を
・
・
・
。
」

美
和
子
：
「
私
が
貴
方
に
な
る
か
貴
方
が
私
に
な
る
か
の
ど
っ
ち
か
の
事
が
起

き
る
っ
て
言
っ
て
る
の
！
」

そ
ん
な
事
を
話
し
な
が
ら
緑
山
と
の
会
話
は
進
ん
で
い
た
。

拓
海
：
「
な
ぜ
分
か
っ
た
ん
だ
？
」

と
、
怖
い
顔
を
し
て
言
っ
た
・
・
・
。

裕
一
・
美
和
子
：
「
私
に
は
全
て
を
見
通
す
力
が
あ
る
の
よ
。
」

と
、
高
木
に
憑
依
し
て
る
裕
一
は
誤
魔
化
し
た
。

拓
海
：
「
く
っ
・
・
・
。
」

緑
山
は
そ
の
ま
ま
去
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

裕
一
は
「
何
だ
ア
イ
ツ
・
・
・
。
」
と
心
の
中
で
思
っ
た
・
・
・
。

そ
し
て
、
コ
ッ
プ
の
水
を
一
口
飲
ん
だ
・
・
・
。

し
か
し
、
そ
の
コ
ッ
プ
は
緑
山
が
先
ほ
ど
青
酸
カ
リ
を
入
れ
た
物
で
気
付
い
た

時
に
は
時
既
に
遅
し
。

青
酸
カ
リ
が
体
内
で
科
学
反
応
を
起
こ
し
て
青
酸
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
た
後
だ
っ

た
・
・
・
。

裕
一
・
美
和
子
：
「
（
く
っ
、
高
木
さ
ん
は
こ
う
や
っ
て
死
ん
だ
の
か
・
・
・
。

っ
て
事
は
、
高
木
さ
ん
を
殺
し
た
の
は
俺
っ
て
事
か
！
？
）
」

高
木
に
憑
依
し
た
裕
一
は
そ
う
思
い
な
が
ら
喉
を
押
さ
え
て
そ
の
場
に
倒
れ
た
。

す
る
と
、
裕
一
と
高
木
の
霊
体
は
同
時
に
肉
体
か
ら
放
出
さ
れ
た
・
・
・
。

美
和
子
：
「
私
、
死
ん
だ
の
ね
・
・
・
。
」

霊
体
の
高
木
は
そ
う
呟
い
た
。

裕
一
：
「
ご
め
ん
、
俺
の
せ
い
だ
・
・
・
。
」

裕
一
は
高
木
に
謝
っ
た
・
・
・
。

美
和
子
：
「
き
、
君
は
・
・
・
私
の
中
に
入
っ
て
た
？
」

裕
一
：
「
あ
ぁ
・
・
・
。
」

美
和
子
：
「
私
が
死
ん
だ
の
、
貴
方
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
わ
。
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あ
の
男
が
毒
を
入
れ
た
の
が
い
け
な
い
の
よ
。

お
願
い
、
あ
の
男
を
牢
屋
に
入
れ
て
！
」

そ
れ
は
無
理
な
ご
相
談
で
す
ね
。

裕
一
：
「
そ
れ
は
、
あ
そ
こ
で
食
事
を
し
て
る
も
う
一
人
の
俺
に
頼
ん
で
よ
。
」

裕
一
は
過
去
の
自
分
に
指
差
し
て
言
っ
た
・
・
・
。

す
る
と
、
裕
一
は
元
の
時
代
へ
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
戻
さ
れ
た
・
・
・
。

裕
一
：
「
こ
、
此
処
は
・
・
・
。
」

美
和
子
：
「
元
の
世
界
よ
。
」

裕
一
：
「
と
言
う
事
は
、
此
処
は
俺
が
眠
っ
て
る
部
屋
？
」

美
和
子
：
「
そ
う
よ
・
・
・
。

あ
り
が
と
う
ね
、
歴
史
変
え
な
い
で
く
れ
て
。
」

裕
一
：
「
い
や
、
あ
れ
は
無
意
識
の
内
に
と
言
う
か
何
と
言
う
か
・
・
・
。
」

と
、
誤
魔
化
し
た
・
・
・
。

美
和
子
：
「
そ
ん
な
事
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
肉
体
に
戻
っ
た
方
が
良
い
わ
よ
。

早
く
し
な
い
と
肉
体
と
霊
体
を
結
ん
で
い
る
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ド
っ
て
言
う
紐
が

切
れ
ち
ゃ
う
わ
。
」

裕
一
：
「
え
、
で
も
ど
う
や
っ
て
戻
れ
ば
？
」

美
和
子
：
「
肉
体
に
重
な
れ
ば
戻
れ
る
わ
。
」

裕
一
は
騙
さ
れ
た
と
思
い
な
が
ら
肉
体
に
重
な
っ
た
・
・
・
。

す
る
と
、
高
木
の
言
っ
た
通
り
に
肉
体
に
戻
る
事
が
出
来
た
。

肉
体
に
戻
っ
た
裕
一
は
直
ぐ
目
を
開
け
た
。

裕
一
：
「
高
木
さ
ん
、
戻
れ
た
よ
。
」

裕
一
は
高
木
に
そ
う
言
っ
た
。

美
和
子
：
「
あ
、
貴
方
、
私
の
姿
が
見
え
る
の
！
？

私
は
霊
体
な
の
よ
、
見
え
る
筈
が
・
・
・
。
」

裕
一
：
「
そ
う
言
え
ば
、
何
で
だ
ろ
う
？
」

美
和
子
：
「
き
っ
と
、
幽
体
離
脱
を
し
た
時
に
能
力
が
開
花
さ
れ
た
の
ね
。
」

こ
の
時
か
ら
だ
っ
た
・
・
・
。

裕
一
に
は
誰
に
も
見
え
な
い
者
が
見
え
る
様
に
な
っ
た
の
は
・
・
・
。

暫
く
す
る
と
、
朝
の
光
が
差
し
込
ん
で
来
た
・
・
・
。



40

裕
一
は
起
き
あ
が
っ
た
・
・
・
。

す
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
市
ノ
瀬
が
現
れ
て
裕
一
に
抱
き
つ
い
て
来
た
。

数
葉
：
「
ゆ
う
い
っ
ち
く
～
ん
、
お
っ
は
よ
～
。
」

裕
一
：
「
お
、
お
う
。

数
葉
、
朝
早
く
か
ら
元
気
良
い
な
。
」

数
葉
：
「
だ
っ
て
ぇ
、
今
日
は
東
京
に
帰
る
日
で
し
ょ
？

だ
か
ら
早
起
き
し
た
ん
で
す
ぅ
。

早
く
支
度
し
て
帰
る
で
す
ぅ
。
」

裕
一
：
「
い
、
い
っ
け
ね
ぇ
！

忘
れ
て
た
～
！
」

と
、
裕
一
を
ど
こ
か
で
見
て
た
高
木
が
聞
こ
え
な
い
様
に
「
ク
ス
ク
ス
ッ
」
と

笑
う
。

こ
う
し
て
、
裕
一
は
帰
り
支
度
を
し
て
市
ノ
瀬
を
連
れ
て
と
っ
と
と
東
京
へ
帰

っ
て
行
っ
た
・
・
・
。
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夢
か
現
実
か
、
あ
の
世
と
こ
の
世
の
狭
間
！
（
後
書
き
）

５
殺
目
と
６
殺
目
が
気
に
く
わ
な
か
っ
た
か
ら
自
主
的
に
削
除
し
た
事
を
此
処

で
通
知
致
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n6263a/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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